
 

  

 

 

 
 
 
 ６月９日（火）～１１日（木）の２泊３日
で５年生は熊本県立あしきた青少年の家に
集団宿泊に行ってきました。この３日間の
主要プログラムに本校の児童に身に付けさ
せたい「読解力」「判断力」「協働力」の目標
値を設定し、児童が当該プログラムの自己
評価を行いました。紙面の都合上、総合的
な目的の結果と分析を以下に記します。詳
細はＨＰをご覧ください。 
 
■集団の一
員として、
決まりを守
り、みんな
と協力して
楽しく生活
する。 
 
■野外での活動
の内容やルール
を正しく理解し、
積極的に参加し
て自然に親しむ。 

 

■それぞれの役
割を、責任をもっ
て果たし、考えて
行動する。 
 

 

 

１ 結果分析  
  集団宿泊教室の自己評価からは、木上
小学校が育成を目指している「読解力・
判断力・協働力」のうち、特に協働力が大
きく伸長した３日間であったことが分か
る。 

  また、今回のモデルプログラムである
２泊３日（テント泊・野外炊飯等を含む）
だからこそ得られた学びも明確に見えて
きた。 

（１）協働力の高まりが顕著 
各活動の平均を見ると、すべての活

動で高い評価となった。児童の記述か
らも、「みんなで力を合わせた」「助け合 

 
 
 
 
 
 
 
えた」「息を合わせた」「役割分担できた」
「できない友達を手伝った」などの言葉が
数多く見られた。特にペーロン船では、一
人の力では船は進まず、全員の息が合った
ときに大きな成果を実感できたようである。
また、テント設営や野外炊飯では、役割を
分担しながら協力することで初めて成功す
る活動であり、「協力の必要性」を体験的に
学んだことが推測できる。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）判断力の向上が見られた 
 
 
 

 
 

初日のナイトゲームでは不安や緊張
があり、教師への依存も見られたが、活
動を重ねるにつれて、「先生に聞かずに
できた」「次に何をするか考えた」「自分
で役割を見付けた」「火加減を考えた」
など、自ら考えて行動する姿が増えて
いる。これは、２泊３日の中で経験を積
み重ねたことで、自信が育った成果と
推測できる。 

（３）読解力は今後の課題 
 
 
 
 
 

記述を見ると、「先生の話を聞けた」
「説明を理解できた」という内容が多
く、本来の読解力である【情報を整理す
る】【手順を理解する】【相手の考えを受
け止める】【状況を読み取る】という部
分までは十分に意識されていないこと
が読み取れる。 

   特にテント設営では、「相手の考えを
聞けなかった」「手順が難しかった」と
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いう声もあった。今後は、「説明を聞け
た」＝読解力ではなく、「聞いたことを
基にどう理解し、どう行動したか」ま
で振り返らせることが必要である。 

 
２ 今後の生活へのつなぎ方 
  今回の宿泊教室で身に付いた力は、学

校生活の中で生かしてこそ本物になる。 
（１）協働力 
   学級活動、委員会活動、運動会、縦割

り活動で「みんなで成功させる経験」
を積み重ねる。 

（２）判断力 
   先生に聞く前に一度考える、自分で

できることを探す、次の行動を予測す
ることを意識する。 

（３）読解力 
   話の要点をつかむ、しおりや掲示を

見る、相手の気持ちを考えることを日
常的に続ける。 

 
３ まとめ 
  今回の集団宿泊教室では、児童一人一
人が仲間と支え合いながら活動し、「協働
力」を大きく伸ばすことができた。 
また、テント宿泊や野外炊飯、ホットサ

ンドづくりなど、普段の学校生活では経
験できない活動を通して、自ら考えて行
動する「判断力」も高まった。 

  一方で、説明や手順、相手の思いを正
しく理解する「読解力」については、今後
さらに意識して育てていく必要があると
ころである。 

  特に２泊３日の生活体験は、活動だけ
でなく「生活そのもの」が学びとなり、責
任感や自立心、仲間を思いやる心を育て
る貴重な機会となった。 

  この経験を一過性のものにせず、「自分
で考える」「仲間と協力する」「相手を理
解する」姿として日々の学校生活につな
げていくことが大切である。 

  子どもたちは、この３日間で確実に成
長した。今後は、この成長を学級や学校生
活の中で発揮し、木上小学校が目指す「判
断力・読解力・協働力」をさらに高めてい
くことが期待される。 

 
 
 
 
 
 
 

６月 心のきずなを深める月間 
  本校も 6 月 15 日（月）から 26 日
（金）までを人権旬間と位置付け、様々
な取組を行いました。 

運営人権委員会の取組 

 「ふわふわ言葉の花を集めて花束をつく
ろう」という内容で各学年と教職員で作成
しました。方法としては、①友達に言われ
たふわふわ言葉を花の紙に書く。②各学年
の花束用の紙に貼る。です。たくさんのふ
わふわ言葉の花が咲きました。（下写真） 

人権宣言の意識化 

５月 22 日（金）に開催した代表委員会
で「木上小人権宣言」を決めました。それを
受けて各学級の人権宣言も作成したところ
です。当該宣言を定期的に振り返ることが
できるように内容の見直しも行うなど実効
的な宣言になるように工夫しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権学習の実施 

人権旬間の期間に各学級で人権学習を行
いました。6 月 15 日（月）の自由参観日
に授業をした学級もあるようです。保護者
や地域の皆さんへの啓発にもなりました。 

全校集会（校長講話） 

「いろいろ」
というテー
マで講話を
行いました。

私は幼少期から色覚検査で
見えにくい色があることや、それを友達に
笑われて悲しく・悔しい経験をしてきたと
いう話をしました。ＱＲコード） 
 
 
 
 
 
 


